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１．研究計画の概要 
(1) 補強・無補強煉瓦壁単体の実験を実施し，
その力学モデルと補強効果評価式を提示す
る．また煉瓦壁の静的繰返し載荷を行い，提
案力学モデルと評価式の妥当性を検証する． 
(2) 巨大地震に伴い繰返し発生する余震対
策や，地震後の継続使用性を視野に入れ，超
弾性合金を用いた金属挿入補強による過大
残留変形発生の抑制と繰返し載荷に伴う強
度と剛性の劣化の防止について検討する． 
(3) これまで，鋼棒挿入時には有機系接着剤
であるエポキシ樹脂を用いられてきた．しか
し，有機系接着剤に対しては耐久性，耐火性，
コストの面で課題が残る。そのため，本研究
では，ポリマーセメントモルタルなど無機系
接着剤として用いる手法について検討を行
い，前処理やポリマーなど多数の配合の組合
せに対して，強度などの構造性能のみでなく
施工性を踏まえた実験的検討を行う． 
 
２．研究の進捗状況 
(1)壁一面に斜め向きに鋼棒を挿入しエポキ
シ樹脂で接着固定する補強法を適用した煉
瓦壁試験体を多数作成し，面外及び面内方向
の準静的繰返し載荷実験を実施した．また汎
用有限要素解析プログラム DIANA を用いて，
実験結果を精度よくシミュレーションでき
る数値解析モデルを構築した．また，補強効
果を簡便に評価できる設計式を提案し，実験
結果との比較によりその妥当性を検証した． 
(2)1/2 スケールのミニチュア煉瓦を用いて，
無補強，鋼材棒補強，超弾性合金棒補強を施
した壁体の試験体を多数製作し，準静的繰返
し載荷実験と振動台実験を実施した．また，
DIANA を用いて実験結果を再現できる有限要
素モデルを構築した．実験及び解析を通じて，

超弾性合金棒を用いることで，大地震後の強
度劣化や残留変形を回避できるとともに，破
壊が発生する地震動のレベルを飛躍的に大
きくできることを実証した． 
(3)種々の配合のポリマーセメントモルタル
を接着剤や前処理剤として用いた試験体を
多数作成し，施工性と構造性能の高い配合を
見出すための実験を実施した．その結果，実
際の施工で必要とされる 10 分後のピンの挿
入の容易性を確保した上で，十分な強度と剛
性を有する配合を見出した．また見出した配
合を用いた煉瓦部材の面外曲げ実験を実施
し，実寸規模の試験体でも十分な強度と靭性
を確保できることを実証した． 
 
３．現在までの達成度 
当初の予定以上に進展している． 
（理由）既に十分な研究成果を得ており，

国内外の査読付論文，国内外の学会での研究
発表など，多数の研究業績を発表している． 
 
４．今後の研究の推進方策 
(3)の項目について引き続き検討を行うと

ともに，これまでの実験及び解析結果に基づ
き，歴史的組積造建造物に特有の構造形式を
踏まえた，実用的で信頼性の高い金属挿入補
強設計法の枠組の構築について検討を行う． 
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